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■泥溜処理とは？
中仕切堤の締切り後、締切り背後埋立部の施工過程で、沈泥物が中央部へ集められます。（写真参照）こ

 

の泥溜（12,000㎡）は、含水比が１５０％以上を超える材料が多くを占める状態です。例えるなら底無し沼

 

（深さ約１０ｍ）です。そのために、この泥溜を良好な地盤に改良するための処理を行います。
Ｄ滑走路工事では、セメント固化処理による改良を行いました。これにより底無し沼が約３００KN/㎡以

 

上もの強度を持つ固い地盤となります。

今回の現場日記は、埋立部内で施工した泥溜処理工（平成２１年８月完了）について紹介します。

中仕切堤

埋立材
（山砂等）

埋立材
（山砂等）

埋立材をﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞで押

 

土。（中央部へ囲込）
押土していく過程で、

 

泥が堆積

泥溜部全景

沖側

現空港側

埋立材をﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞで押

 

土。（中央部へ囲込）

至桟橋部

■施工フロー
①地盤調査②セメントスラリープラント等の機材搬入③パワーブ

 

レンダー・ツインブレードによる改良④改良土の強度試験

ｾﾒﾝﾄﾌﾟﾗﾝﾄﾄﾚﾝﾁｬｰ

写真は、ツイン

 

ブレードによる

 

施工状況。その

 

名のとおり、２

 

つのブレード

 

（攪拌機）が先

 

端に取り付けら

 

れおり、その先

 

端からセメント

 

スラリー材を噴

 

射、攪拌・改良

 

します。

写真は、パワー

 

ブレンダーによ

 

る施工状況。ト

 

レンチャー先端

 

からセメントス

 

ラリー材を噴射

 

し、トレン

 

チャーを回転さ

 

せることによっ

 

て、攪拌・改良

 

します。

ツインブレードパワーブレンダー

ﾊﾟﾜｰﾌﾞﾚﾝﾀﾞｰ工法は、特許工法

 

であるとともにＮＥＴＩＳ（新技術）

 

にも登録されている工法
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Ｄ滑走路建設工事共同企業体
提供（H21.6.23撮影）
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